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■ 当ファンドの仕組みは次の通りです。

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2023年5月15日から2053年5月14日まで 

運 用 方 針 
この投資信託は、投資信託財産の中長期的な
成長を目標に積極的な運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

スパークス・企業価値創造日本株
マザーファンド(以下「マザー
ファンド」といいます。)を主要
投資対象とします。 

マ ザ ー
ファンド 

わが国の金融商品取引所に上場
(これに準ずるものを含みます。)
している株式を主要投資対象と
します。 

組 入 制 限 

ベ ビ ー
ファンド 

①株式(新株引受権証券および新
株予約権証券を含みます。)へ
の実質投資割合には制限を設
けません。

②外貨建資産への投資は行いま
せん。

マ ザ ー
ファンド 

①株式(新株引受権証券および新
株予約権証券を含みます。)へ
の投資割合には制限を設けま
せん。

②外貨建資産への投資は行いま
せん。

分 配 方 針 

年1回の決算時(毎年5月14日、休業日の場合は
翌営業日)に、原則として以下の方針に基づき
分配を行います。 
・分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分

を含めた利子・配当等収入および売買益(評
価益を含みます。)等の全額とします。 

・分配金額は、委託会社が基準価額水準、市
場動向等を勘案して決定します。ただし、
分配対象額が少額の場合等は、収益分配を
行わないこともあります。 

・留保益の運用については特に制限を設け
ず、委託会社の判断に基づき、元本部分と
同一の運用を行います。 

スパークス・企業価値創造 

日本株ファンド 

特化型 

第1期 運用報告書(全体版) 

(決算日 2024年5月14日) 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、『スパークス・企業価値創造日本株ファンド』

は、このたび、第1期の決算を行いました。 

ここに期中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、お願い申し上

げます。 

スパークス・アセット・マネジメント株式会社 
東京都港区港南一丁目2番70号 品川シーズンテラス 

＜ お問い合わせ先 ＞ 

リテール・ビジネス・デベロップメント部 

電話：03-6711-9200(代表) 

受付時間：営業日の9時～17時 

ホームページアドレス：https://www.sparx.co.jp/
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■ 設定以来の運用実績 
 

決  算  期 

基 準 価 額 TOPIX(配当込み) 
株  式 

組入比率 

純資産 

総 額 (分配落) 
税込み 

分配金 

期 中 

騰落率 
(参考指数) 

期 中 

騰落率 

（設 定 日） 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

2023年5月15日 10,000 － － 3,479.05 － － 31,770 

1期(2024年5月14日) 12,053 210 22.6 4,635.55 33.2 96.7 97,301 
 
(注1) 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

(注2) 設定日の基準価額は設定当初の投資元本です。 

(注3) 設定日のTOPIX(配当込み)は、設定日前営業日の(2023年5月12日)の値です。 

(注4) 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、｢株式組入比率｣は実質比率を記載しております。 

(注5) 当ファンドにベンチマークはありません。参考指数は「TOPIX(配当込み）」です。 

(注6) 東証株価指数(TOPIX)は、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケット・ベ

ンチマークです。TOPIXは、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社(以下「ＪＰＸ」といいます。)の知

的財産であり、ＪＰＸはTOPIXの算出もしくは公表の方法の変更、TOPIXの算出もしくは公表の停止またはTOPIXの商標の

変更もしくは使用の停止を行う権利を有しています。 
 
 

■ 当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基  準  価  額 TOPIX(配当込み) 株  式 

組入比率  騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率 

(設 定 日) 円 ％  ％ ％ 

2023年 5月15日 10,000 － 3,479.05 － － 

5月末 10,017 0.2 3,537.93 1.7 86.6 

6月末 10,523 5.2 3,805.00 9.4 92.2 

7月末 10,824 8.2 3,861.80 11.0 96.4 

8月末 10,900 9.0 3,878.51 11.5 95.2 

9月末 10,647 6.5 3,898.26 12.0 94.7 

10月末 10,373 3.7 3,781.64 8.7 95.2 

11月末 10,745 7.5 3,986.65 14.6 93.9 

12月末 10,976 9.8 3,977.63 14.3 96.2 

2024年 1月末 11,400 14.0 4,288.36 23.3 95.1 

2月末 11,950 19.5 4,499.61 29.3 97.0 

3月末 12,370 23.7 4,699.20 35.1 96.1 

4月末 12,250 22.5 4,656.27 33.8 96.1 

(期   末)      

2024年 5月14日 12,263 22.6 4,635.55 33.2 96.7 
 
(注1) 期末基準価額は分配金込み、騰落率は設定日比です。 

(注2) 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、｢株式組入比率｣は実質比率を記載しております。   
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■ 運用経過 
 
１）基準価額等の推移 (2023年5月15日～2024年5月14日) 
 

 

設 定 日 ： 10,000 円 

第 1期 末 ： 12,053 円(既払分配金210円) 

騰 落 率 ： 22.6 ％(分配金再投資ベース)
 

※ 設定日の基準価額は設定当初の投資元本です。 
※ 分配金再投資基準価額は、収益分配金(税込み)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、

ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 
※ 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購

入価額により課税条件も異なります。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
 
※ 当ファンドにベンチマークはありません。参考指数は「TOPIX(配当込み）」です。 
※ 参考指数は設定時の基準価額に合わせて指数化しております。 

 

２）基準価額の主な変動要因 
 

当ファンドは、スパークス・企業価値創造日本株マザーファンド(以下、マザーファンドといいます。)

を通じて日本の株式に投資をしております。当期は、重工業メーカーの三菱重工業やセラミック基板

メーカーのＭＡＲＵＷＡ等の株価が上昇した一方、バイクヘルメットメーカーのＳＨＯＥＩや食品通

信販売のオイシックス・ラ・大地などの株価が下落しました。基準価額は期首に比べ22.6％(分配金再

投資ベース)の上昇となりました。 
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３）ベンチマークとの差異 
 
※ 当ファンドはベンチマークを設けておりません。 

右記のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数
の騰落率との対比です。 

※ 参考指数は、「TOPIX(配当込み）」です。 
 
 

 
(注) 基準価額の騰落率は、分配金込みです。 

 

 

■ 投資環境 
 

期首より日本株式市場は上昇しました。 

2023年6月には米連邦債務の上限停止による米国株高の流れを受けた上昇や、円安ドル高が進み企業

業績への期待感が高まったことなどから堅調な始まりとなりました。2023年後半にかけては、中国の

軟調な経済指標が嫌気されたことや米雇用統計による長期金利の変動、中東情勢の緊迫化などから一

進一退での推移となりました。 

2024年1月から3月にかけては、国内株式市場は大きく上昇しました。能登半島地震を受けて日銀に

よる政策修正観測が後退したことなどを背景とした円安ドル高の進行や、新NISA制度への期待感も追

い風となりました。2月には自動車関連や半導体関連を中心に国内企業における堅調な決算や業績見通

しが好感されたことなどから一段と上昇し、3月には日経平均株価が史上初の4万円台に到達しました。

しかし、その後は米連邦準備制度理事会(FRB)高官の年内利下げが先送りになるとの見方が広がったこ

とや、中東情勢の悪化が再度懸念されたことなどからやや上値が重い展開が続きました。 
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■ ポートフォリオ 
 
＜スパークス・企業価値創造日本株ファンド＞  

当ファンドは、マザーファンドを通じて、日本の株式に投資し、信託財産の成長を目標に積極的な

運用を行うことを基本とします。マザーファンドの組入比率は高水準を維持しました。 
 

＜スパークス・企業価値創造日本株マザーファンド＞  

当ファンドは、企業経営者が誠実であり、高い競争優位性を有する企業の中から、更なる成長余地

のある潜在価値の高い企業に長期集中投資を行い、企業との対話を通じて価値の顕在化を図ることを

基本戦略としています。 

当期はファンドの設定年度であることから、上記基本方針に基づき、新規に投資先を選定し運用を

開始しました。当期に組入れた主な企業は、住宅ローン保証会社の全国保証、重工業メーカーの三菱

重工業、タイヤメーカーの横浜ゴム等です。一方、株価上昇に伴い潜在的なリターンが縮小した、事

業環境の急激な変化により当初の投資仮説から企業の状況が大きく乖離したと判断した企業である銀

行業のしずおかフィナンシャルグループ、菓子食品メーカーの江崎グリコ、衣料品メーカーのワコー

ルホールディングス等を全売却しました。 

 

（主なプラス要因） 
 

当期のパフォーマンスにプラスに寄与した主な企業は、三菱重工業、ＭＡＲＵＷＡ等です。 
 

重工業メーカーの三菱重工業は、電力設備、船舶、航空機等の社会インフラ供給を通じて、戦後の

日本を支えてきた企業です。同社はエネルギーの供給と消費の両面のグリーン転換を成長の柱に掲げ

ており、世界のエネルギー需要が増える中で、ガス火力発電の低炭素化に貢献する同社の大型ガスター

ビンの受注が拡大したこと等を背景に長期的な業績の成長が期待され株価は大きく上昇しました。 
 

セラミック部品メーカーのＭＡＲＵＷＡは、電子機器の放熱や省エネに寄与する高機能・高付加価

値のセラミック部品で世界的に高シェアを誇る企業です。2023年7月に発表された2024年3月期第1四半

期決算では、情報通信向けの受注が回復していることが示され、データセンターを中心に本格的な業

績成長フェーズに入るとの見方が広がったことで株価が上昇しました。その後もEVや生成AIへの投資

が拡大することを背景に業績成長が続くとの期待感から株価は堅調な推移となりました。 
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（主なマイナス要因） 
 
当期のパフォーマンスにマイナスに影響した主な企業は、ＳＨＯＥＩ、オイシックス・ラ・大地等

です。 
 

バイクヘルメットメーカーのＳＨＯＥＩは、欧州や中国の景況感悪化の影響から利益成長に懸念が

生じたことで株価は下落しました。 
 

食品通信販売のオイシックス・ラ・大地は、新型コロナウイルス感染拡大による行動制限が解除さ

れたことによる会員数増加速度の鈍化により株価は下落しました。 

 

 

〔 組入上位10銘柄 〕  
当期末(2024年5月14日) 

 銘 柄 名 比率(％) 

1 全国保証 10.9 

2 三菱重工業 6.4 

3 横浜ゴム 5.3 

4 東洋炭素 4.8 

5 ルネサスエレクトロニクス 4.7 

6 森永製菓 4.1 

7 リクルートホールディングス 4.0 

8 任天堂 3.9 

9 ホシザキ 3.8 

10 キーエンス 3.8 

※ 比率は対純資産(マザーファンドベース) 
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■ 今後の運用方針 
 
＜スパークス・企業価値創造日本株ファンド＞  

マザーファンドの組入比率は、引き続き高水準を維持し、信託財産の成長を目標に運用を行います。 
 

＜スパークス・企業価値創造日本株マザーファンド＞  
当ファンドでは潜在価値の高い企業に選別して集中投資を行い、長期的なリターンを追求していま

す。潜在価値の高い企業とは、スパークスの投資アプローチである3つの着眼点(経営者の質・企業収

益の質・市場の成長性)に照らし、企業の実態価値や成長性が株式市場で十分に評価されていないと考

えられる企業を指します。 

日本には強固な事業基盤を有していながら、事業戦略や資本配分、株式市場への向き合い方に改善

余地があることから株価が実態価値よりも低く評価されている企業が数多く存在します。当ファンド

はパートナー株主として、投資先企業との中長期的な関係構築と丁寧な対話に努め、課題の改善を促

すことで、企業価値の顕在化を積極的に後押しします。 
 

※当ファンドは企業オーナーとして短期業績や株価変動に惑わされない長期保有を前提としていま

す。投資先企業と共に企業価値向上を目指すとの考えから、短期的に株式を売買する投資家と区

別する為、「パートナー株主」との文言を使用しています。 
 

今後とも引き続きご愛顧を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 

■ 分配金 
 
当期の収益分配につきましては、期中の基準価額水準、市場動向等を勘案して1万口当たり210円(税込

み)とさせていただきました。なお、留保益につきましては、信託財産中に留保し、当ファンドの基本方

針及び今後の運用方針に基づき運用させていただきます。 

 

〔 分配原資の内訳 〕 
 

（単位：円 1万口当たり・税込み） 

項   目 

第1期 

（2023年5月15日～ 

 2024年5月14日） 

当期分配金 210 

(対基準価額比率) ( 1.71％) 

 当期の収益 210 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 2,053  

 
 
 
(注1) 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外

の合計が当期分配金(税込み)に合致しない場合があり

ます。  
(注2) 該当欄に数値がない場合は｢－｣、小数点以下のみの数

値の場合は｢0｣にて表示します。  
(注3) 当期分配金の「対基準価額比率」は当期分配金(税込み)

の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、

ファンドの収益率とは異なります。 
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■ １万口当たりの費用明細 
 

項    目 

当  期 

2023年5月15日～2024年5月14日 項 目 の 概 要 

金 額 比 率 

(a) 信 託 報 酬 174円 1.570％ (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 (投 信 会 社) ( 85) ( 0.767) ・ ファンドの運用、開示書類等の作成、基準価額
の算出等の対価 

 
(販 売 会 社) ( 85) ( 0.767) ・ 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送

付、口座内でのファンドの管理および事務手続
き等の対価 

 (受 託 会 社) ( 4) ( 0.036) ・ ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの
指図の実行等の対価 

(b) 売買委託手数料 9 0.081 (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期
中の平均受益権口数 

 (株     式 ) ( 9) ( 0.081) ・ 有価証券等を売買する際に発生する費用 

(c) そ の 他 費 用 1 0.009 (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均
受益権口数 

 (監 査 費 用) ( 0) ( 0.000) ・ 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費
用 

 (印 刷 費 用) ( 1) ( 0.009) ・ 法定書類等の作成、印刷費用 

 (そ  の  他) ( 0) ( 0.000) ・ 信託事務の処理等に関するその他の諸費用 

(d) 実 績 報 酬 －  －  ・ ファンドの運用実績に応じて委託会社が受け
取る運用の対価 

合   計 184 1.660   

期中の平均基準価額は11,081円です。 
 
(注1) 期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

した結果です。なお、売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のう
ち、当ファンドに対応するものを含みます。 

(注2) 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
(注3) 各比率は「1万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第3

位未満は四捨五入してあります。 
(注4) 実績報酬は、決算期末に確定した1万口当たりの金額です。なお、解約時に確定した金額は考慮していません。 
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（参考情報） 
 
○ 総経費率 
 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（1口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.59％です。 

 

 

 

 
 

(注) 当ファンドの費用は1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
(注) 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
(注) 各比率は、年率換算した値です。 
(注) 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは

異なります。 

  

総経費率 
1.59％ 

運用管理費用 

（販売会社） 
0.77％ 

その他費用 

0.01％ 

運用管理費用 

（投信会社） 

0.77％ 

運用管理費用 
（受託会社） 

0.04％ 

当ファンド 

1.59％ 
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■ 親投資信託受益証券の設定、解約状況 (2023年5月15日から2024年5月14日まで) 
 

項     目 
設   定 解   約 

口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 

スパークス・企業価値創造日本株マザーファンド 93,852,054 96,523,138 15,937,741 18,307,094 
 
(注) 単位未満は切り捨て。 

 

 

 

■ 親投資信託の株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 
 

項        目 当        期 

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 129,780,784千円 

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 84,311,793千円 

(c) 売 買 高 比 率 ( a ) ／ ( b ) 1.53 
 
(注) (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

 

 

■ 親投資信託における主要な売買銘柄 (2023年5月15日から2024年5月14日まで) 
 
株 式  

買          付 売          付 

銘   柄 株 数 金 額 平均単価 銘   柄 株 数 金 額 平均単価 

 千株 千円 円  千株 千円 円 

全国保証 1,877.4 9,461,256 5,039 ディスコ 103.3 3,316,006 32,100 

横浜ゴム 1,290 4,747,281 3,680 しずおかフィナンシャルグループ 2,288.2 3,286,912 1,436 

ルネサスエレクトロニクス 1,735.5 4,607,173 2,654 江崎グリコ 738.8 3,159,562 4,276 

ナカニシ 1,513 4,327,931 2,860 エムスリー 1,085.3 2,627,870 2,421 

ＳＨＯＥＩ 1,702 4,091,733 2,404 富士通 130 2,584,183 19,878 

キーエンス 55.3 3,641,511 65,850 ワコールホールディングス 693.3 2,387,326 3,443 

森永製菓 858.1 3,502,785 4,082 オイシックス・ラ・大地 1,307.4 1,640,236 1,254 

エムスリー 1,085.3 3,414,295 3,145 ＭＡＲＵＷＡ 49.2 1,614,244 32,809 

オイシックス・ラ・大地 1,307.4 3,315,550 2,535 サイゼリヤ 270.8 1,495,860 5,523 

東洋炭素 665.5 3,314,365 4,980 ＳＨＯＥＩ 440 901,802 2,049 
 
(注1) 金額は受け渡し代金。 

(注2) 金額の単位未満は切り捨て。 
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■ 利害関係人との取引状況等 (2023年5月15日から2024年5月14日まで) 
 
(1) 当期中の利害関係人との取引状況 

当期中における利害関係人との取引はありません。 

(2) 利害関係人の発行する有価証券等の売買状況及び期末残高 

該当事項はありません。  
(注) 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定する利害関係人です。 

 

 

 

■ 信託財産と委託会社との間の取引の状況 (2023年5月15日から2024年5月14日まで) 
 
委託会社が行う第一種金融商品取引業及び第二種金融商品取引業に係る業務において、信託財産との

当期中における取引はありません。 

 

 

 

■ 委託会社による自社が設定する投資信託の受益証券又は投資法人の投資証券の自己取得

及び処分の状況 (2023年5月15日から2024年5月14日まで) 
 
該当事項はありません。 
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■ 組入資産の明細 (2024年5月14日現在) 
 
親投資信託残高  

項     目 
当  期  末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円 

スパークス・企業価値創造日本株マザーファンド 77,914,313 97,050,069 
 
(注) 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

 

 

■ 有価証券の貸付及び借入の状況 (2024年5月14日現在) 
 
該当事項はありません。 

 

 

 

■ 投資信託財産の構成 (2024年5月14日現在) 
 

項     目 
当  期  末 

評 価 額 比  率 

 千円 ％ 

スパークス・企業価値創造日本株マザーファンド 97,050,069 97.1 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 2,910,245 2.9 

投 資 信 託 財 産 総 額 99,960,314 100.0 
 
(注) 金額の単位未満は切り捨て。 
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■ 資産、負債、元本及び基準価額の状況 
 

(2024年5月14日現在)  
項     目 当 期 末 

(A) 資 産 99,960,314,202 円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 2,703,464,946 

 
スパークス・企業価値創造 

日本株マザーファンド(評価額) 
97,050,069,145 

 未 収 入 金 206,779,371 

 未 収 利 息 740 

(B) 負 債 2,658,523,733 

 未 払 収 益 分 配 金 1,695,277,548 

 未 払 解 約 金 206,779,371 

 未 払 信 託 報 酬 751,894,545 

 そ の 他 未 払 費 用 4,572,269 

(C) 純 資 産 総 額 (A－B) 97,301,790,469 

 元 本 80,727,502,320 

 次 期 繰 越 損 益 金 16,574,288,149 

(D) 受 益 権 総 口 数 80,727,502,320 口 

 1万口当たり基準価額 (C／D) 12,053 円 
 
<注記事項(当期の運用報告書作成時では監査未了)> 

① 期首元本額              31,770,824,448 円 

期中追加設定元本額          62,229,787,107 円 

期中一部解約元本額          13,273,109,235 円 

■ 損益の状況 
 

当期  (自2023年5月15日  至2024年5月14日)  
項     目 当   期 

(A)配 当 等 収 益 △       143,793 円 

 受 取 利 息 8,567 

 支 払 利 息 △       152,360 

(B)有 価 証 券 売 買 損 益 17,430,156,318 

 売 買 益 19,153,214,744 

 売 買 損 △ 1,723,058,426 

(C)信 託 報 酬 等 △ 1,387,840,675 

(D)当 期 損 益 金 ( A ＋ B ＋ C ) 16,042,171,850 

(E)追 加 信 託 差 損 益 金 2,227,393,847 

 (配 当 等 相 当 額) (△        11,294) 

 (売 買 損 益 相 当 額) (   2,227,405,141) 

(F)合      計 ( D ＋ E ) 18,269,565,697 

(G)収 益 分 配 金 △ 1,695,277,548 

 次期繰越損 益金 ( F ＋ G ) 16,574,288,149 

 追 加 信 託 差 損 益 金 2,227,393,847 

 (配 当 等 相 当 額) (      44,076,788) 

 (売 買 損 益 相 当 額) (   2,183,317,059) 

 分 配 準 備 積 立 金 14,346,894,302 

 繰 越 損 益 金 0 
 

(注1) 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換

えによるものを含みます。 

(注2) 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する

消費税等相当額を含めて表示しています。 

(注3) 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託

の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引

いた差額分をいいます。 
 
② 分配金の計算過程 

項       目  第 1 期 

費用控除後の配当等収益額 A 1,667,811,584円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券等損益額 B 14,374,360,266円 

収益調整金額 C 2,227,393,847円 

分配準備積立金額 D －円 

当ファンドの分配対象収益額（E=A＋B＋C＋D） E 18,269,565,697円 

当ファンドの期末残存口数 F 80,727,502,320口 

1万口当たり収益分配対象額（G=E/F×10,000） G 2,263.11円 

1万口当たり分配金額 H 210円 

収益分配金金額（I=F×H/10,000） I 1,695,277,548円   
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■ 分配金のお知らせ 
 

1万口当たり分配金(税込み) 210円 

◇ 分配金は各決算日から起算して 5 営業日までにお支払を開始しております。 

◇ 分配金を再投資される方のお手取分配金は、決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座

に繰り入れて再投資いたしました。 

◇ 課税上の取り扱い 
・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と

非課税扱いとなる「元本払戻金(特別分配金)」に分かれます。分配後の基準価額が個別元本と同額または

上回る場合は全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は下回る部分の額

が元本払戻金(特別分配金)となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金(特別分配金)が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金

(特別分配金)を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 
※ 詳細につきましては、税務専門家等に確認されることをお勧めします。 

なお、税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。 

 

 

■ お知らせ 
 
該当事項はありません。 

  

※ 当ファンドは、一般社団法人投資信託協会「投資信託等の運用に関する規則 信用リスク集中回避のための
投資制限の例外」を適用して特化型運用を行います。そのため、一般のファンドにおいては、一の者に係る
エクスポージャーの投資信託財産の純資産総額に対する比率として 10％を上限として運用を行うところを、
当ファンドにおいては 35％を上限として運用を行います。 

※ 当ファンドは、ベンチマーク等を意識せず、弊社独自の調査活動を通じて厳選した少数の投資銘柄群に絞り
込んで集中投資することとしているため、個別銘柄への投資において、当ファンドの純資産総額に対して
10％を超えて集中投資することが想定されています。そのため、集中投資を行った投資銘柄において経営破
綻や経営・財務状況の悪化などが生じた場合には、大きな損失が発生することがあります。 
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第 1 期 
 

決算日  2024年5月14日 
 

(計算期間：2023年5月15日～2024年5月14日) 
 

「スパークス・企業価値創造日本株マザーファンド」は、2024年5月14日に第1期の決算を行いました。 

以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第1期の運用状況をご報告申し上げます。 
 

運 用 方 針 

主として、わが国の金融商品取引所に上場(これに準ずるものを含みます。)している株
式のうち、ボトムアップ・リサーチによる独自の分析に基づき、実態価値と市場価格(株
価)との乖離(＝バリュー・ギャップ)が大きいと判断され、積極的に対話(エンゲージメ
ント)を行うことで、その差が解消されると期待される企業に選別投資することを基本と
します。 

主 要 投 資 対 象 
わが国の金融商品取引所に上場(これに準ずるものを含みます。)している株式を主要投
資対象とします。 

組 入 制 限 

①株式(新株引受権証券および新株予約権証券を含みます。)への投資割合には制限を設
けません。 

②外貨建資産への投資は行いません。 

 
■ 設定以来の運用実績 
 

決  算  期 

基 準 価 額 TOPIX(配当込み) 
株  式 

組入比率 

純資産 

総 額  
期 中 

騰落率 
(参考指数) 

期 中 

騰落率 

（設 定 日） 円 ％  ％ ％ 百万円 

2023年5月15日 10,000 － 3,479.05 － － 31,770 

1期(2024年5月14日) 12,456 24.6 4,635.55 33.2 96.9 97,051 
 
(注1) 設定日の基準価額は設定当初の投資元本です。 

(注2) 設定日のTOPIX(配当込み)は、設定日前営業日の(2023年5月12日)の値です。 

(注3) 当ファンドにベンチマークはありません。参考指数は「TOPIX(配当込み）」です。 

(注4) 東証株価指数(TOPIX)は、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケット・ベ

ンチマークです。TOPIXは、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社(以下「ＪＰＸ」といいます。)の知

的財産であり、ＪＰＸはTOPIXの算出もしくは公表の方法の変更、TOPIXの算出もしくは公表の停止またはTOPIXの商標の

変更もしくは使用の停止を行う権利を有しています。 

スパークス・企業価値創造日本株マザーファンド 
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■ 当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基  準  価  額 TOPIX(配当込み) 株  式 

組入比率  騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率 
(設 定 日) 円 ％  ％ ％ 

2023 年 5 月 15 日 10,000 － 3,479.05 － － 
5 月末 10,024 0.2 3,537.93 1.7 86.6 
6 月末 10,544 5.4 3,805.00 9.4 92.1 
7 月末 10,860 8.6 3,861.80 11.0 96.3 
8 月末 10,950 9.5 3,878.51 11.5 95.1 
9 月末 10,710 7.1 3,898.26 12.0 94.7 

10 月末 10,448 4.5 3,781.64 8.7 95.1 
11 月末 10,837 8.4 3,986.65 14.6 93.9 
12 月末 11,083 10.8 3,977.63 14.3 96.2 

2024 年 1 月末 11,528 15.3 4,288.36 23.3 95.1 
2 月末 12,098 21.0 4,499.61 29.3 96.9 
3 月末 12,539 25.4 4,699.20 35.1 96.0 
4 月末 12,435 24.4 4,656.27 33.8 96.0 

(期   末)      
2024 年 5 月 14 日 12,456 24.6 4,635.55 33.2 96.9 

 
(注) 騰落率は設定日比です。 

 

 

■ 基準価額等の推移 
 
当期末の基準価額は12,456円となり、第1期の騰落率は24.6％となりました。 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
◆運用の詳細につきましては、2～6ページをご参照ください。   

（円） 

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000
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■ １万口当たりの費用明細 
 

項    目 

当期 

2023年5月15日～2024年5月14日 項 目 の 概 要 

金 額 比 率 

(a) 売 買 委 託 手 数 料 9円 0.081％ (a)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期

中の平均受益権口数 

 ( 株     式 ) (  9) ( 0.081) ・有価証券等を売買する際に発生する費用 

(b) そ の 他 費 用 0 0.000 (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均

受益権口数 

 (そ  の  他) (  0) ( 0.000) ・信託事務の処理等に関するその他の諸費用 

合   計 9 0.081  

期中の平均基準価額は11,171円です。 
 
(注1) 期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

した結果です。 

(注2) 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

(注3) 各比率は「1万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第3位

未満は四捨五入してあります。 

 
 

■ 期中の売買及び取引の状況 (2023年5月15日から2024年5月14日まで) 
 
株 式  

 
買   付 売   付 

株  数 金  額 株  数 金  額 

国 内 千株 千円 千株 千円 

 
上   場 

29,922 103,419,430 8,939 26,361,354 

 ( 5,520) (－) (－) (－) 
 
(注1) 金額は受け渡し代金。 

(注2) 単位未満は切り捨て。 

(注3)（  ）内は増資割当、株式転換・合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

 

■ 株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 
 

項        目 当        期 

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 129,780,784千円 

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 84,311,793千円 

(c) 売 買 高 比 率 ( a ) ／ ( b ) 1.53 
 
(注) (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。   
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■ 主要な売買銘柄 (2023年5月15日から2024年5月14日まで) 
 
株 式  

買          付 売          付 

銘   柄 株 数 金 額 平均単価 銘   柄 株 数 金 額 平均単価 

 千株 千円 円  千株 千円 円 

全国保証 1,877.4 9,461,256 5,039 ディスコ 103.3 3,316,006 32,100 

横浜ゴム 1,290 4,747,281 3,680 しずおかフィナンシャルグループ 2,288.2 3,286,912 1,436 

ルネサスエレクトロニクス 1,735.5 4,607,173 2,654 江崎グリコ 738.8 3,159,562 4,276 

ナカニシ 1,513 4,327,931 2,860 エムスリー 1,085.3 2,627,870 2,421 

ＳＨＯＥＩ 1,702 4,091,733 2,404 富士通 130 2,584,183 19,878 

キーエンス 55.3 3,641,511 65,850 ワコールホールディングス 693.3 2,387,326 3,443 

森永製菓 858.1 3,502,785 4,082 オイシックス・ラ・大地 1,307.4 1,640,236 1,254 

エムスリー 1,085.3 3,414,295 3,145 ＭＡＲＵＷＡ 49.2 1,614,244 32,809 

オイシックス・ラ・大地 1,307.4 3,315,550 2,535 サイゼリヤ 270.8 1,495,860 5,523 

東洋炭素 665.5 3,314,365 4,980 ＳＨＯＥＩ 440 901,802 2,049 
 
(注1) 金額は受け渡し代金。 

(注2) 金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

■ 利害関係人との取引状況等 (2023年5月15日から2024年5月14日まで) 
 
(1) 当期中の利害関係人との取引状況 

当期中における利害関係人との取引はありません。 

(2) 利害関係人の発行する有価証券等の売買状況及び期末残高 

該当事項はありません。  
(注) 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定する利害関係人です。 

 

 

■ 信託財産と委託会社との間の取引の状況 (2023年5月15日から2024年5月14日まで) 
 

委託会社が行う第一種金融商品取引業及び第二種金融商品取引業に係る業務において、信託財産と

の当期中における取引はありません。 

 

 

■ 委託会社による自社が設定する投資信託の受益証券又は投資法人の投資証券の自己

取得及び処分の状況 (2023年5月15日から2024年5月14日まで) 
 

該当事項はありません。 
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■ 組入資産の明細 (2024年5月14日現在) 
 
国内株式 

 

銘   柄 
当 期 末 

株 数 評 価 額 

 千株 千円 

食料品(4.2％)   

森永製菓 1,526.2 3,981,092 

化学(3.2％)   

メック 674.8 3,002,860 

ゴム製品(5.4％)   

横浜ゴム 1,290 5,100,660 

ガラス・土石製品(10.9％)   

東洋炭素 665.5 4,678,465 

ＭＡＲＵＷＡ 105.8 3,544,300 

フジミインコーポレーテッド 666.3 2,032,215 

鉄鋼(2.4％)   

丸一鋼管 590 2,265,010 

機械(16.4％)   

ダイフク 1,104 3,450,000 

マックス 601.1 2,031,718 

ホシザキ 598 3,727,334 

三菱重工業 4,758 6,183,021 

電気機器(12.9％)   

ルネサスエレクトロニクス 1,735.5 4,545,274 

ワコム 2,166.2 1,555,331 

ＥＩＺＯ 454.9 2,306,343 

キーエンス 52.3 3,716,438 

精密機器(3.3％)   

ナカニシ 1,243.4 3,094,822 
    

 

銘   柄 
当 期 末 

株 数 評 価 額 

 千株 千円 

その他製品(9.8％)   

ＳＨＯＥＩ 1,262 2,604,768 

パイロットコーポレーション 650.1 2,827,284 

任天堂 451 3,804,185 

陸運業(3.3％)   

京成電鉄 531.1 3,119,681 

情報・通信業(2.8％)   

テレビ東京ホールディングス 843 2,592,225 

卸売業(3.0％)   

シップヘルスケアホールディングス 1,163 2,834,812 

小売業(3.1％)   

サイゼリヤ 537.5 2,918,625 

銀行業(3.9％)   

三井住友フィナンシャルグループ 401.4 3,676,422 

その他金融業(11.3％)   

全国保証 1,877.4 10,607,310 

サービス業(4.1％)   

リクルートホールディングス 554.5 3,881,500 

合 計 
株 数 ・ 金 額 26,503 94,081,699 

銘 柄 数 < 比 率 > 26 銘柄 <96.9％> 

(注1) 銘柄欄の(  )内は、国内株式の評価総額に対する各業

種の比率。 

(注2) 合計欄の<  >内は、純資産総額に対する評価額の比率。 

(注3) 評価額の単位未満は切り捨て。  

 

■ 有価証券の貸付及び借入の状況 (2024年5月14日現在) 
 

該当事項はありません。 

 

■ 投資信託財産の構成 (2024年5月14日現在) 
 

項       目 
当  期  末 

評 価 額 比  率 

 千円 ％ 

株 式 94,081,699 96.7 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 3,177,023 3.3 

投 資 信 託 財 産 総 額 97,258,722 100.0 
 
(注) 金額の単位未満は切り捨て。 
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■ 資産、負債、元本及び基準価額の状況 
 

(2024年5月14日現在)  
項     目 当 期 末 

(A) 資 産 97,258,722,593 円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 1,755,247,937 

 株     式(評価額) 94,081,699,800 

 未 収 入 金 407,261,205 

 未 収 配 当 金 1,014,513,171 

 未 収 利 息 480 

(B) 負 債 206,779,371 

 未 払 解 約 金 206,779,371 

(C) 純 資 産 総 額 (A－B) 97,051,943,222 

 元 本 77,914,313,701 

 次 期 繰 越 損 益 金 19,137,629,521 

(D) 受 益 権 総 口 数 77,914,313,701 口 

 1万口当たり基準価額 (C／D) 12,456 円 
 
< 注記事項(当期の運用報告書作成時には監査未了) > 

1.期首元本額 31,770,824,448 円 

期中追加設定元本額 62,081,230,334 円 

期中解約元本額 15,937,741,081 円 

2.期末元本の内訳 

スパークス・企業価値創造日本株ファンド 77,914,313,701 円 

■ 損益の状況 
 

当期  (自2023年5月15日  至2024年5月14日)  
項     目 当   期 

(A) 配 当 等 収 益 1,812,290,807 円 

 受 取 配 当 金 1,816,910,742 

 受 取 利 息 48,166 

 そ の 他 収 益 金 6,931 

 支 払 利 息 △     4,675,032 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 17,023,623,395 

 売 買 益 21,029,631,485 

 売 買 損 △ 4,006,008,090 

(C) 信 託 報 酬 等 △        14,550 

(D) 当 期 損 益 金(A＋B＋C) 18,835,899,652 

(E) 追 加 信 託 差 損 益 金 2,671,083,466 

(F) 解 約 差 損 益 金 △ 2,369,353,597 

(G) 合     計(D＋E＋F) 19,137,629,521 

 次 期 繰 越 損 益 金 ( G ) 19,137,629,521 
 
(注 1) 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価

換えによるものを含みます。 

(注 2) 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、

信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を

差し引いた差額分をいいます。 

(注 3) 損益の状況の中で(F)解約差損益金とあるのは、中途

解約の際、元本から解約価額を差し引いた差額分をい

います。 
 

 

■ お知らせ 
 

該当事項はありません。 

 


